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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 夜間例会「ひがし北海道の魅力を伝える！」( 担当：プログラム委員会） 

基本的教育と識字率向上月間
情報集会報告会 ( 担当：クラブ研修委員会） 
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
情報集会報告会

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。
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　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
　皆さま、お食事を
そのままお続けくだ
さい。
会長挨拶ですが、行
事の報告が１つあり
ます。先週の土曜日、
釧路ローターアクト
の清掃奉仕事業に私と中島幹事が参加してきました。
参加は 30名まではいかないですが結構集まってごみ
拾いをしました。人はいっぱいいるのですが、肝心の
ごみが全くなくて探すのが大変でした。お財布でも落
ちてないかとか、人の骨が出てきて事件になってマス
コミ・警察が来ないかとか、くだらない発想をしなが
らで、一度ごみ拾いをやった後の場所みたいでその成
果はなかったです。
その晩は花火大会の日だったので、考えてみたら「ど
んぱくの花火大会」をやった後の会場の方が成果あっ
たなと思いました。口を出すわけではないですけれど、
企画でちょっと惜しかったなという気がしておりま
す。
その後、懇親会もあって参加してきましたが、ローター
アクトの若い方ですから年のギャップもありました。
若い人たちの支援に参加はしたいと思いますが、なか
なか思い切らないと出られる事業ではないなと感じま
した。そのような報告です。

だんだん幹事から来る案内のメールも少なくなってき
て、ちょっと一服気味でございます。いずれにしても
スムーズにやっていきたいと思いますのでよろしくお
願いします。
今日は登壇者が多いので、テーブルの島が全部埋まっ
ている状態です。皆さんには落ち着いてお話しできる
ように時間を配分しておりますので、会長挨拶として
はこの程度とします。ありがとうございました。

市橋前年度幹事
　皆さま、こんにちは。前年度幹事の市橋です。
2021-2022 年度の釧路ロータリークラブの会報誌が
出来上りました。事務局に 10冊ほどのストックがあ
りますので会報誌・本誌が必要な方は私か事務局員の
大山さんにご一報いただければと思います。また、会
員の皆さま方にＰＤＦのデータを入れたメモリース
ティックをパーソナルボックスに入れてお渡しさせて
いただいております。そちらには同じデータが全て
入っておりますので、ご自分のＰＣでご覧になってく
ださい。そちらのＰＤＦには特別な表紙が封入されて
おります。こちらには載っていない特別版ですので、
ぜひ皆さま方お楽しみにお願いします。以上でござい
ます。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員
　皆さん、こんにち
は。研修委員会の杉
村です。滝越年度、
初めての情報集会を
先日開催させていた
だきました。皆さま、
お忙しい中、ご出席

いただきましてありがとうございました。
今回はＡグループからＪグループの 10グループで議
論していただき、９月１日から 13日にかけてご出席
いただきました。内容は釧路クラブが行っている青少
年奉仕活動、その中で特にアイスホッケーについての
いわゆる発展性・意義・必要性について中心に議論を
していただきました。
僕も５グループぐらいに出席させていただきました
が、皆さんに活発な議論していただきまして、非常に
良い意見が出るだろうと思っております。
もうひとつ、裏目的として、この情報集会をいままで
5,000 円で行ってきましたが、1,000 円くらい上げて
6,000 円でいかがでしょうかと議論していただきまし
たが、大体は快く賛同いただいたと聞いておりますが、
その辺も少し発表していただければと思います。
それではＡグループから順番に進めていきたいと思い
ます。テーブルには出席人数・開催場所は出ています
のでそこは割愛して、3分間程度でお話いただければ
と思います。
特にＢグループ、Ｃグループと言いませんので、終わ
り次第、次に進んでいただければと思います。去年は
あまり気を使い過ぎて早口で喋って時間が余ったこと
もあります。お任せしますが、センスに任せていい発
表していただければと思います。どうぞよろしくお願
いいたします。

Ａグループ　甲賀伸彦君
　Ａグループから
発表させていただ
きます。リーダー
は森村君、サブ
リーダーは私、そ
してＡグループは
普段あまり来られ

ない方がおりまして、北さん、西池さん、羽田野さん
の５名と、クラブ研修委員会の天方委員長に参加して
いただきました。
まず天方委員長から「情報集会をどうして『炉辺』と
いうのか」から復習してもらった次第です。

私は経験はないのですが、以前はこれを家庭集会と
いったこともあると伺いしました。今は会員さんのお
店でやっていますが、「誰かのご自宅で奥さまが手料
理を作りながら、ひざを合わせてこの情報集会を行っ
たので炉辺会合というのだ」というお話でした。
今回参加された方は、「それは奥さまに大変なご苦労
かけた会だったのですね」という話をしています。
私も入会から結構経っていますけれど、30年ぐらい
前はやられていたのですね。そのころの話をもしＢ以
降の方から聞ければいいなと思っている次第です。
新入会員の方ばかりでしたので、本来はアイスホッ
ケーの話をしなければないのでしょうけれど、「それ
より、この炉辺を通じて人を知ってもらって、だんだ
ん例会にも出てくるようになればいいね」と天方委員
長からお話がありました。
先ほど、杉村さんからお話ありましたが、天方さんよ
り「どの情報集会の会場でも、店主がとても頑張って
いい料理を出していただいて、5,000 円では原価ぎり
ぎりではないかな。6,000 円にしてはどうですか」を
諮ったところ、皆さんも「6,000 円でいいのではない
か」と全員一致になっております。
ただし、その負担割合を 4,000 円・2,000 円とし、
個人を 4,000 円とするのか、あるいは 3,000 円・
3000 円にするのかはクラブの予算もありますので来
年度以降ご検討いただければというところです。
この６名は、情報集会の2時間だけでは足りませんで、
その後全員でバーに行ったところ、「俺の酒あるから
出してくれ」と何名かが言ったので 6名で行って 6
本の高級なお酒が、一番端には『山﨑』などが並んで
おりました。「なんなのだ、この人たち」、だったのです。
そこでも皆さんは業界の話を当然されておりました
が、下期もぜひこのメンバーでやらせてもらいたいと
いう話で、たまには上期・下期を同じメンバーでやる
のもひとつの案ではないのかなと思いました。
以上、私からご報告させていただきます。ちょうど 3
分位になりましたので次の Bグループの方、よろし
くお願いいたします。

Ｂグループ　浅川　正紳君
　Ｂグループです。
サブリーダーが当日
と本日がお休みとい
うことで、石井リー
ダーから議事録が送
られて来ております
ので、私、浅川が発
表させていただきます。
研修委員会から２つテーマをいただきまして、先にア
イスホッケーロータリーカップの件で今後どうしたら
いいかの話をしました。

当グループではロータリー歴の長い泉先生もおりまし
たので、経緯を思い出してみたのですが、泉先生が会
長の時にこのロータリーカップが始まりました。その
５年後、私の父が会長の時に 60周年の記念事業で、
この優勝旗と優勝カップを作った経緯がありました。
何とも話しにくい雰囲気の中、今後どうしたらいいか
の話がされました。
忌憚のない話をしている中で、「30年近く続いている
ロータリーカップなので、今すぐに止めずに 90周年
まで続けてはいかが」という意見、また「奉仕活動は
長く続けることも大事ですが、5年ぐらいの周期で他
の活動を考えることも必要ではないか」という意見が
ありました。釧路のアイスホッケー事情に詳しい方が
いたので「いまどういう状況で学生はやっているのか」
の話になりました。釧路のホッケー人口は減っていま
すが、武修館高校では逆に寮を増設するぐらい増えて
います。コロナ禍で年間の試合数が減っているので、
試合に出る機会の少ない学生にとっては、このロータ
リーカップに期待しています。また学生にとって、い
ろいろな大会にスカウトが来ておりますので、その貴
重な機会を利用して進学など考えている学生もいま
す。このことから「今すぐ中止にするというのはどう
なのかな。時間をかけてアナウンスをしてから中止を
するときはするのもひとつ」というご意見もありまし
た。
また、「高校生の大会に限らず、ロータリーカップと
して大学生や道外のチームと釧路のチームが対戦する
など幅広い大会にしても面白いのではないか」「他の
競技でやる方法もあるのでは」と、いろいろな意見が
出まして、存続についてこれという結論はありません
でした。
2つ目のテーマ、会費についても全員一致で賛成とい
うことです。１人 1,000 円増えて 4,000 円と 2,000
円という 6,000 円の案もありました。「現状では値上
がりラッシュの中、6,000 円で足りるのかな、クラブ
でさらに 500 円、もしくは 1,000 円アップして
6,500 円、7,000 円でやるべきかな」という意見もあ
りました。ほとんど飲み放題の状態になっていると思
います。そのようにすると、お店とお互いに快くでき
るという意見もありました。
そういった話をしながら、その後に『鱗』で反省会を
して、その先は覚えていないのです。大変盛り上がっ
た情報集会だったかと思います。
石井リーダー、こんな感じでよろしいでしょうか。石
井リーダーの了解が得られましたので、Ｂチームの発
表はこれとさせていただきます。ありがとうございま
す。

Ｃグループ　吉田　容広君
　Ｃグループの吉田
です。12日に『醍醐』
さんで情報集会を開
かせていただきまし
た。出席者は８名と
出席率が高く、その
場に研修委員会の杉

村委員をお招きし、和気あいあいとやらせていただき
ました。
リーダーの瀧波会員は「リーダー経験が初めてだ」と
仰っていましたが、とてもスムーズな進行に感心させ
られました。
まず、アイスホッケーについてということですが、皆
さんからそれぞれ意見を出していただきました。
基本的には「継続した方がいいのではないか」という
意見が多かったです。まず「会員と大会のかかわりが
薄くなってきているので、会員が一生懸命応援するこ
とが大切ではないか。その中で、子どもたちにロータ
リー活動に対する理解の向上を図る必要があるのでは
ないか」という意見が出ました。
「最近は他の地域のチームも参加されているから、地
域の活性化への貢献度もあります」という意見。私は
存じ上げなかったのですが「この大会が始まった経緯
は、大会に出場できない選手たちが活躍できる場とし
て、応援する場を作ることが始まりだった。当初の役
割はすでに終わっていると思います」「これだけ長く
続けてきてしまったから止められないという理由なの
であれば、止めることを検討することも必要なのでは」
という意見もいただいています。
あとは「事業に関する予算や決算が少し分かりにくい。
まずは分かりやすくすること。その後に検証・総括を
しっかりして、時間をかけて継続するかどうか審議を
行うべきだ」という意見にまとまりました。結果とし
ては「今回どうするという結論には至らず、検証した
後で結果をじっくり考えて出そう」がわれわれのグ
ループ意見です。
その他に別の角度から意見があったのでご紹介させて
ください。「ロータリークラブは嵯峨記念育英会など
の奨学金の制度があって、子どもたちに対する支援は
大きいものがある。その子たちは将来進学して、釧路
を離れてしまうことが多く、とても残念だと思います。
将来、地元で活躍できるステージや釧路の未来を見せ
てあげることができるようなキャリア教育をクラブと
企業との連携でできないものか」という意見があり、
うなずいて聞いたものです。
続きまして、情報集会に関する費用の件ですが、この
議題になった途端、皆さんはお金のことには興味があ
るのだなと思ったぐらい活発に意見が交わされ、概ね
理解は得られました。「情報集会に限らず、各委員会

活動においてもコロナ禍の影響でここ数年は満足な活
動ができていない。その結果、クラブに資金的な余裕
があるのであればクラブの負担を増やしてでも多くの
人に集まっていただき、活動の場を増やし、飲食店様
の支援をするなどの工夫はできないのかな」という意
見が出ておりました。
その他、釧路ロータリークラブの歴史の話や昔話、海
外クラブの動向、衛星クラブのあり方、女性会員に対
する考え方、相手の心に染みるスピーチの仕方、旅行
会の結成、などいろんな話題が矢継ぎ早に出てきて、
あっという間の２時間でした。
私、個人としては情報集会に初めて参加させていただ
きましたが、大変勉強になりました。以上で報告とさ
せていただきます。ありがとうございました。

Ｄグループ　松井　聖治君
　Ｄグループリー
ダーを仰せつかりま
した松井です。発表
が久しぶりですので
大変緊張しておりま
す。よろしくお願い
をいたします。

Ｄグループは『ぎゅう太』さんで９月７日に行いまし
た。メンバーにサントリーの有馬さんがいて、私はお
話をするのは初めてでした。凛々しい顔のカッコいい
方ですけれど、聞いてみたいと思っていたことで、「有
馬さん、ビールの銘柄を当てられますか」と聞いたら、
「当てられます」とのことでした。研修などもあるそ
うです。格付けチェックがあったなら、ぜひ「有馬さ
んＶＳ青田さん」みたいなビール当てをやっていただ
く企画ができると考えながら情報集会に入らせていた
だきました。
サントリーさんとサントリービバレッジさんがいたの
ですが、サッポロビールで乾杯し、スタートしました。
私の目の前には小船井パストガバナーがおりましたの
で、真面目にお話をお聞きしていました。
今回のテーマ「ロータリーカップの継続事業について」
ですが、「継続事業は独り立ちできるような形にして
渡していくのがロータリーとしての基本的な考えだ
よ」という話を聞かせていただきました。「育ててい
きながら引き継いでいく。そして新しいことを行うの
ががロータリークラブの基本だよ」というお話をされ
ていました。
また、数学検定などもやったことがあるのですが、「教
育に関する事業なども素晴らしいですね」という意見
もいただきました。釧路は学力が低い所なのでお子さ
んをこちらに連れてこられなかったり、また優秀な子
は中学校になると出ていってしまったりします。小学
校まではそこそこの学力なのですが、中学校になると

全国平均を下回るので、そこを解消しないと学力向上
にはつながらないと個人的には思っておりました。
あとは、「長年続いてきた事業はそう簡単に変えられ
るものではない。そこはロータリー的に今年度・次年
度・次々年度の会長さんが決まって、３年とかの年月
をかけて物事を決めていくのもいい」とお伺いしまし
た。
あと、情報集会の予算に関しては、「 1,000 円アップ」
を皆さんの満場一致でいただいております。ただ、個
人的には 1000 円上げた分、量を上げられるとこれ以
上は食べられませんので、ぜひ平均年齢を考慮して量
より質で、決して量は増やさないでいただければと思
います。よろしくお願いいたします。
最後になりますけれど、サブリーダーの日本生命の伊
藤さんの情報で、来年４月から奥さんが釧路に来ると
いうことで、12年間の単身生活に別れを告げるそう
です。４月からの住む家を探していたので、僕の目の
前の不動産の説明ができる方を紹介させていただいた
ら、早速ロックオンされておりました。拓殖不動産よ
りいい物件をお持ちの方、情報をお持ちの方は伊藤さ
んに連絡してあげてください。
以上、Ｄグループの報告終わらせていただきます。

Ｅグループ　樋口　貴広君
　Ｅグループの樋口
です。当日はメン
バーが９名と、この
日が研修委員として
のデビューだった杉
村委員の 10名、と
いう大人数の開催と

なりました。
私、10年以上所属していて、こんなに多かったのは
初めてと感じております。リーダーの二宮さんの人間
性・カリスマ性が良いからこれだけ多くの人が集まっ
たのではないかなと思っています。
　アイスホッケーについてですが、意見が分かれまし
た。まず、見直すべきという意見は、「社会情勢の変
化もあって、当初の目的から随分変わってしまった。
ここ数年はインターハイの全国大会の前の調整の試合
のようになってしまったと感じる」とのことでした。
「元々、注目されない選手に活躍の場を提供するとし
て始まった大会ですので、それを考えると、今後は大
会数の少ないマイナーな競技の大会を開催するとか、
中学の硬式野球のように札幌などに行かないと参加で
きない大会を釧路で開催してはどうか」「同じ競技で
も、男子に比べて注目度の低い女子の大会・試合を開
催するといい」などと出ておりました。
一方、「アイスホッケーは『氷都釧路』を掲げるこの
街にとってＰＲできる競技であること。また、青少年

奉仕に留まらず社会奉仕にもつながっているので簡単
に止めるのはどうだろうか」という意見もありました。
いずれにしても、「今後の運営方法、支援する期間を
考慮しながら意見を出し合って、進めていくべきでは
ないか」という意見で一致しました。
あと、嵯峨記念育英会についても「支援額は今年増や
して、たくさんの応募があったのでとても良かった」
という意見がありました。ただ、「人数はもう少し絞っ
ても良いのではないか」という意見も出ておりました。
最後に情報集会の会費についてです。『瓢』さんで開
催していたのですが、社長から「何を飲んでもいいよ」
と言われたようで、それを伝えられた途端、「俺は『獺
祭』をくれ」とか「田酒を」と言って遠慮なく飲んで
いましたので、みんなは「1,000 円上がって 6,000 円」
で納得しておりました。ということで「4,000 円＋
2,000 円で 6,000 円で良いのではないか」とまとま
りました。以上です。

Ｆグループ　中村　司君
　Ｆグループの発表
させていただきま
す。私は以前にコロ
ナに罹って、後遺症
でまだ気管支が荒れ
ているものですか
ら、たまにせき込む

ことあるかもしれません。ご了承いただきたいです。
私は情報集会に２回目の出席であります。例会ではい
つも固まったような席で同じような方とお話する機会
しかないのですが、情報集会はメンバーをシャッフル
した形で、いろんな方とお話しできて良いなと思いま
した。
そういう雰囲気の中で始まった情報集会ですけれど
も、議題のアイスホッケーの支援の今後ですが、「70
年に亘って続いたロータリーカップの支援をなくすの
は忍びない」という意見がありました。
「近年の少子化に伴ってホッケー人口が減ってきたこ
ともあり、だんだん時代に合わなくなってきた。これ
を区切りに一旦やめてはいかが」という意見があり、
「ロータリークラブとしてのホッケーへの支援は役目
を終えたのではないのかな」ということです。
「それでは、今後の支援にどういうことがあるのか」
という意見もありまして、「アイスホッケー以外にも
いろいろな競技があるので、『釧路＝ホッケー』のイ
メージを一旦離れて、他の競技、さらには小学生・中
学生を支援対象にするなど、すそ野を広げて考えてみ
てはいかがか」という意見もありました。「スポーツ
だけではなくて文化系にも着目してもいかがか」とい
うことで、その方面で頑張っている子どもたちの支援
を考えてみてはいかがかと思いました。そうなると「ス

ポーツもそうですけれど、文化系と言ったら多岐にわ
たってしまうので、特にこの釧路地域で活躍されてい
る方にスポットを当てて支援するのはどうか」という
意見もあります。
私も知りませんでしたけれど、「釧路にも芸術家の卵
のような方がいるので、そういう方を育てて開花させ
てあげる支援もどうか」という意見もありました。
これらの意見は、最終的に子どもたちが釧路ロータ
リーにお世話になったということもあって、後々地元
に残ってくれることにつながるのではないかという意
見もあります。
情報集会の会費についてです。最近の物価高で 6,000
円はいいのではないか。その内訳は参加者負担がプラ
ス 1,000 円なのか、クラブがプラス 1,000 円なのか
ですが、クラブの財政状況で「まだある」ということ
で、「クラブ負担がプラス 1,000 円で、3,000 円では
どうか」という意見がありました。
情報集会では 2時間でたくさん意見をいただいたの
ですが、雑談として、私も五十肩がひどくてゴルフは
2年ぐらいやっていないのですが、そういうお話とか
アレルギー持ちで苦しみの話をして、情報集会の話と
同じような熱意をもって話されて終了しました。私か
らは以上です。ありがとうございます。

Ｇグループ　濱谷美津男君
　Ｇグループでリー
ダーを務めておりま
した濱谷です。サブ
リーダーの五十嵐君
は出張のため欠席と
なっておりますが、
当初出席される予定
のメンバーが結構欠席で、少ない人数の会議でした。
天方君が青少年奉仕について話をされ、アイスホッ
ケーの支援をどうしていくべきかを話し合ってまいり
ました。発足当初は、ホッケー人口が大変多かったた
め各高校の選手がなかなか試合に出られないことで、
試合にでられる生徒たちを作るための対抗試合として
始まったと聞きました。
アイスホッケー人口はかなり少なくなってきておりま
すし、高校単独でのアイスホッケー部を持っているの
は４校ぐらいです。また、各学校の先生の対応のあり
方、競技をする生徒たちを呼ぶ中で問題になってきて
いることもあり、止める・止めないは単年度でどうこ
うする話ではなくて、継続的に検討していかなければ
いけない。とりあえず、今やっていることを行いなが
ら年数をかけて検討した方が良いのではないかと議論
されました。
「人数が少なくなってきたからこそ、逆に釧路クラブ
でアイスホッケー大会を存続していく意味がある」と

いう意見も出ています。それを釧路だけではなく、全
道に広げることも含め、検討できることがあるのでは」
も出ております。
いろいろな工夫をしながらで、ロータリークラブが単
年度で動いている組織でもありますし、先ほど言った
様々な教師のあり方、考え方、それから生徒の要望を
考えながら、簡単に「止めます」とはならないのでは
ないか。みんなで話し合い検討していかないと、が結
論であります。
「今の釧路クラブは若い人もいれば年数を積んだ人も
います。分け隔てなく話すことのできる釧路クラブの
あり方が大事で、その中で検討することがさらに大事
なのだろう」という結論が出てまいりました。
最後に、会費ではなくて、予算の問題です。これは特
に意見もなく「そうだよね」という話で終わってしま
いました。
炉辺会合のように飲酒を含めて楽しい話ができる場が
もっとあればいいのかなと思います。以上で終わりま
す。

Ｈグループ　池田　一己君
　Ｈグループのサブ
リーダー池田です。
当日は天方研修委員
長を含めて10名で、
和気あいあいで盛り
上がった会合になり
ました。

ホッケーに関しては他のグループからも出ているとお
り、「いま役割・環境がかなり変わってきている」と
意見が出ておりました。あと、炉辺の会費については、
「会員のお店を使わせていただいて、提供いただいて
いる料理や飲み放題を考えても 5,000 円は安すぎる」
という意見が出ておりました。
私たちの会場は『華蔵』さんでしたが、飲み放題にワ
インバルが設けられていて、最初に栗林さんと篠原さ
んだけがワインを飲んでいたのですが、だんだんみん
ながワインに引きずられていって、半分以上がワイン
で１次会からどっぷりつかっていた感じでした。
「中学校の親善硬式野球がどうして７分区なのですか」
と聞いた時に、「過去に邵さんの熱意でスタートした
けれど、他の地区からのオファー、申し込みがあまり
にも多かったので、これは７分区でやろうという経緯
に」と。これが勉強になりました。
常に盛り上がり過ぎると話題がずれていって、野球の
話から運動公園の話になって、運動公園から鹿を襲っ
ている野犬の話になって、青少年から離れていくので
す。昔の市民憲章では「野犬のいない衛生な街を作ろ
う」とあったという話をしていました。
サブリーダーとしてこういう会議のメモを真面目に

取っていると、会議の会話がなぜ脱線していくのかが
分かったような気がします。何とか菅原リーダーと青
少年の話題にもっていこう、健全な育成にするためど
うするという話に引き戻しっていったのですが、最後
は「われわれの健康の話」になってしまって、やはり
「青汁を飲んでいる」とか「シジミだ」「カキエキスだ」
とか、そんな話で炉辺が終わってしまいました。
ありがとうございました。

Ｉグループ　市橋夛佳丞君
　Ｉグループのリー
ダー・市橋です。サ
ブリーダーの北畑君
は社用で欠席になり
ました。代わりに私
から報告させていた
だきます。
Ｉグループは『朴然』さんで楽しく開催をさせていた
だきました。また、谷川会員から貴重な芋焼酎の一升
瓶の差し入れをいただきまして、おいしくお酒を飲み
ながら焼き肉をつまむ素晴らしい炉辺会合だったと
思っています。
初めに天方リーダーから炉辺会合の会費の件で提案が
あったのですが、その一升瓶を目の前にして誰も首を
横に振れる人間は１人もいませんで、即答で「いいの
ではないでしょうか」となっております。また、予算
の割り振り等については今後検討していただければと
思います。
青少年奉仕が議題となりまして、Ｉグループには今年
度の青少年の委員長と前年度の青少年の委員長の２人
がいましたのでそれぞれに意見を伺ったところ、「野
球、ホッケーもそうなのですが、ロータリーの単年度
的な役割分担のこともあり、どうしても不連続の連続
になっているということで、ひとつひとつの事業の検
証がしにくい環境にあることが、この『青少年奉仕に
ついて』というテーマになっているのではないだろう
か」という提案がありました。
財政的なことで野球・ホッケー合わせて多少の赤字運
営もあったようです。「担当者がクラブ外にいるので
綿密な打ち合わせを当年度にやっていても、それが次
年度に受け継がれていかない流れがある」などを聞く
ことができました。ロータリー側の取り組みの担当を
委員長や専任の担当者などを考えてはどうか」という
意見も出ました。
またメインのホッケーですが、「30年ほどやってきて、
道筋というものは大方付けられているだろう。それは
あくまでクラブ側の理論であって、参加されている子
どもたちは高校生で、３年で皆さんが入れ替わる。そ
の子どもたちの青春時代は、年数が経っても変わって
いく時代の中で脈々と継がれていた。その時の対象が

代わっているのでそんなに変わらないのでないだろう
か」という意見が出ておりました。
そういったことも組して、人口減少もあると思います、
氷都釧路、ひがし北海道クレインズの問題もあります
ので、この釧路から盛り上げていくことが重要である
と感じさせていただきました。
30年ぐらい前に開始された事業で、開始当時の諸先
輩たちの熱い思いが最近入ったメンバーには継承され
ていないので、今後の炉辺とか夜間例会を使って、わ
れわれが前のめりに聞いて行かないとダメだと思いま
す。そういった先輩たちとのふれ合いをしなければな
らないと思いました。
その他のことになるのですが、こういったスポーツ全
般の中で、「この釧路地域にあるサッカーグラウンド
の人工芝化が進んでいない」という現状の話をいただ
きました。「釧路地域はサッカーだけではなくてスポー
ツ施設が全体的に遅れていると高校進学の段階で、中
学で芽のある子どもたちは釧路を離れてしまう。これ
は少なからず釧路にとって不利益になるのではない
か。子どもたちをしっかりと釧路で教育し続けるため
に整備が必要」と、ある方が申しておりました。そう
いった炉辺会合となりました。
これは蛇足ですが私、本年度会員増強の副委員長させ
ていただいている流れで、サブリーダーの北畑君は仕
事が忙しくてなかなか出られなかったのですが、「北
畑君に出て欲しいのだ」という天方リーダーの思いを
受けて、何とか参加してもらうことができました。楽
しくお話をされている北畑君を見て、こういったこと
が必要なのだと痛感させられました。
今後もそういった側面を持ちながら参加させてもらえ
ればと思っています。以上でございます。

Ｊグループ　黒田　恒史君
　うちのリーダー・
林英樹君のお子さん
がホッケーをやって
いることもあって、
非常に興味深い話を
聞けたのでそこを中
心にお伝えさせてい

ただきます。
今、アイスホッケー部を持っている釧路市内の高校の
状況はどうなのかという話です。
釧路の公立高校の江南高校は「３年生が卒業した時点

で部員が４名となってしまい、来春は部としての活動
はできないのでは」と言われているそうです。釧路工
業高校も「プレイヤーが６名、キーパーが２名で、８
名ということで来年に入ってくるのは分からないので
非常に深刻だ」と。釧路湖陵高校は「今年 20年ぶり
にアイスホッケー部が復活したのですが、プレイヤー
が６名、キーパーが１名、７名でやっていて、受験に
合格しなければいけなので全然分からない」というこ
とです。私立高校の武修館高校は「今の部員数が 20
名で、来春も約 30名程度の入部になるのではないか」
と言われているそうです。
この公立から私立への片寄りは、釧路でも、帯広・札
幌・苫小牧・青森県でも同じような状況が続いている
ことで、公立高校と私立高校の力の差が歴然となって
くると言われているようです。
9月中旬に行っていますが、釧路で練習試合に参加す
るのは従来であれば、白樺高校、清水高校、苫小牧中
央高校ですが、今年に限っては「少人数と対戦しても
何にもならないから、やらない」と要請がきたようで、
釧路としてはとてもショックを受けております。
父兄からは、「釧路ロータリーカップを開催していた
だくのであれば、過去の人数が多くて試合に出られな
い選手を出すことがメインの大会でなくて、１回戦で
負けてしまうような弱小チームに焦点を当ててやって
いただけないだろうか」という意見も出ているそうで
す。極端な話では、「参加校を公立高校、普通科、理
数科、工業科に限定してほしい」という意見が出るそ
うです。
林リーダーから「そういう話になると、釧路は２校、
帯広は１校、苫小牧も２校ということになって、参加
校は少なくなりますが、今の時代に合った意味のある
ロータリーカップになるのではないか」の発言に、参
加していたメンバーが衝撃を受けていました。
炉辺会合の会費に関しては、「本当に安すぎる。今の
時代で 3,000 円は学生の飲み会じゃないのだから、
もっと上げてもいいだろう」と。「4,000 円負担・ク
ラブ負担 2,000 円、6,000 円でいい」「甘い、5,000 円・
2,000 円の 7,000 円でもいい」と出たのですが、「ど
うせメンバーのお店にお世話になるわけですから、気
持ちよく参加するためにも 3,000 円はやめよう。会
員が 8,000 円、クラブから 2,000 円。10,000 円でや
ろう」と私たちはキリのいいところで、会合は終了し
ました。以上です。

本日のニコニコ献金

■清水　輝彦君　今回で10回目の例会司会、少しずつ慣れてきましたが、これからも宜しくお願い致します。
■中島　徳政君　当社の釧路チーズケーキが 2021-2022 で台湾の方が選ぶひがし北海道アワード第 2位に
　　　　　　　　ばりました。ありがとうございます。

今年度累計　　85,000 円　　


